
今夏の電気・ガス料金支援（2026年7月～9月）
【令和８年度一般会計予備費5,135億円】

• 暑くなる夏への対応として、エアコンを適切に利用いただくなど、国民の命と暮らしを守る

観点から、使用量が増加する７月から９月まで電気・ガス代の支援を行う。

• 特に、電力使用量がピークとなる８月使用分の負担軽減を重点化する。

支援の効果

標準的な家庭において、3ヶ月５,000円程度の負担引下げ効果を実現。

支援後の料金水準は、昨年夏の水準を下回る見込み。

支援の概要

電気
都市ガス

低圧 高圧

７月 3.5円/kWh 1.8円/kWh 14円/㎥

８月 4.5円/kWh 2.3円/kWh 18円/㎥

９月 3.5円/kWh 1.8円/kWh 14円/㎥



• 令和7年度予備費を7,948億円措置（3/24(火)閣議決定）

• 中東情勢等対応予備費2.5兆円も必要に応じ活用

(６/５(金)成立の令和８年度補正予算において創設)

中東情勢を踏まえた緊急的激変緩和措置（2026年3月11日 総理指示）

• ３/11（水）の総理指示を踏まえ、緊急的に燃料油（ガソリン、軽油、重油、
灯油、航空機燃料）に対する支援を決定。3/19（木）出荷分から支給開始。

• 現在の燃料油補助金の基金残高を活用し、ガソリンについては、全国平均小
売価格が、１７０円程度を超える見込みとなった場合には、その水準を超え
ないよう、１７０円を超える部分について、10/10の補助を行う。

• 軽油・重油・灯油についてはガソリンと同額の補助を行う。
※航空機燃料については、ガソリンの補助額の4割相当の支援とする。
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